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■基肄城築造1350年 基
き

肄
い

城
じょう

を知る⑭

―みんなで手入れした山、基
き

山
ざん

― ６
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【表紙内容】

８月23日（日）に基山町営球場

で基山町消防団夏季訓練が行わ

れました。消防署職員の指導の

もと、消防活動における基本的

な器具操作・動作の方式である

「消防操法」の訓練が行われま

した。次回の基山町消防団訓練

は、11月15日（日）に秋季訓練

を行う予定です。
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スマート国勢調査！
平成２７年国勢調査を実施しています

国勢調査については、 「国勢調査２０１５キャンペーンサイト」 をご覧ください。

http://kokusei2015.stat.go. jp/ 国勢調査2015 検 索

※問合せ先　総務企画課 広報 ・ 情報管理係　☎９２－２１８８

国勢調査は、平成 27 年 10 月 1 日現在、日本に住んでいる

 すべての人 及び 世帯 が対象です。

平成２７年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を

描く上で欠くことのできないデータを得るために実施するものです。

調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、

 社会福祉 、雇用政策 、生活環境の整備 、防災対策 など、

私たちの暮らしのために役立てられます。

調査票には、あなたの世帯の世帯員を もれなく記入してください。

記入していただいた調査票は、調査員に直接提出 するか、

調査票と一緒に配布する郵送提出用の封筒に入れて

 郵送で提出 することもできます。

インターネットで回答されなかった世帯には
９月２６日ごろから調査員が訪問して紙の調査票を配布します



ご存知ですか？ マイナンバー制度 ④

ご存知ですか？
　マイナンバー制度 ④

マイナンバー・キャラクター
「マイナちゃん」

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
）
は
、
複
数
の

機
関
に
存
在
す
る
個
人
情
報
が
同

一
人
物
の
情
報
で
あ
る
こ
と
の
確

認
と
、
社
会
保
障
・
税
制
度
の
効

率
性
や
透
明
性
の
向
上
、
利
便
性

の
高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
　

月
か
ら
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」（　

桁
の

個
人
番
号
）
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
通

知
カ
ー
ド
は
、
住
民
票
の
住
所
へ

お
届
け
し
ま
す
。
通
知
カ
ー
ド
を

確
実
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
た

め
、
今
の
お
住
ま
い
と
住
民
票
の

住
所
が
異
な
る
方
は
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
に
住
民
票
の
異
動
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

広
報
き
や
ま
で
は
、
８
月
１
日

号
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
今
後

も
広
報
き
や
ま
や
基
山
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
随
時
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
皆
さ
ん
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通
知
す
る
た

め
の
紙
の
カ
ー
ド
で
、　  

月
か

ら
、
住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て

の
方
に
対
し
、
世
帯
ご
と
に
簡

易
書
留
に
よ
っ
て
郵
送
さ
れ
ま

す
。

　

通
知
カ
ー
ド
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
な
ど
が
記
載
さ
れ
、

透
か
し
等
の
偽
造
防
止
技
術
も

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
各
種
手
続
に

お
い
て
使
用
し
た
り
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
際
に
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る

際
に
は
、
返
却
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

 　

ま
た
、
通
知
カ
ー
ド
に
は
顔

写
真
が
付
い
て
い
な
い
の
で
、

通
知
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と
本
人
確
認

を
同
時
に
行
う
た
め
に
は
、
運

10

12

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
申
請

す
る
と
交
付
が
受
け
ら
れ
る
顔

写
真
付
き
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

る
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
利
点
が

あ
り
ま
す
。

① 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と
本

　

人
確
認
を
同
時
に
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
１
枚
で
行
う
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

③ 

市
町
村
等
が
提
供
す
る
さ
ま

　

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
だ
っ

　

た
コ
ー
ド
を
個
人
番
号
カ
ー

　

ド
と
連
携
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

④ 

平
成　

 

年
１
月
か
ら
開
設
予

　

定
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
ロ

　

グ
イ
ン
を
始
め
、
各
種
行
政

　

手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に

　

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
と
は

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

⑤ 

オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
を

　

始
め
、
各
種
民
間
オ
ン
ラ
イ

　

ン
取
引
に
利
用
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

　  

ス
テ
ッ
プ
１

　
　

月
か
ら
、
住
民
票
の
住
所

　

に
通
知
カ
ー
ド
が
簡
易
書
留

　

で
届
き
ま
す
。

  

ス
テ
ッ
プ
２

　

同
封
さ
れ
て
い
る
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
に
、
顔

　

写
真
を
貼
り
付
け
、
返
信
用

　

封
筒
に
入
れ
て
ポ
ス
ト
に
投

　

函
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ッ
プ
３

　

平
成　

 

年
１
月
以
降
、
個
人

　

番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
が

　

届
き
ま
す
。
交
付
通
知
書
、　

　

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

　

認
書
類
、
通
知
カ
ー
ド
を
お

　

持
ち
に
な
り
、
役
場
ま
で
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

※

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

　

は
、
住
基
カ
ー
ド
も
あ
わ
せ

※

基
山
町
で
は
、
現
時
点
で
の

　

連
携
は
未
定
で
す
。

29

10

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　

申
請
方
法

10

28
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ご存知ですか？ マイナンバー制度 ④

マイナンバーに関する
問合せ先はこちら

英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語は

☎ ０５７０－２０－０２９１ まで

一部ＩＰ電話等で左記番号につながらない場合は

☎ ０５０－３８１６－９４０５ まで☎ ０５７０－２０－０１７８
全国共通ナビダイヤル （有料）

午前９時３０分～午後５時３０分

（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

　

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
返
却

　

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

ス
テ
ッ
プ
４

　

本
人
確
認
の
上
、
暗
証
番
号

　

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
、
個

　

人
番
号
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ

　

ま
す
。

① 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
カ
メ

　

ラ
で
顔
写
真
を
撮
影
し
て
く

　

だ
さ
い
。

② 

交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

か
ら
申
請
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

に
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
顔
写
真
デ
ー

　

タ
を
添
付
し
送
信
す
れ
ば
、

　

申
請
が
完
了
し
ま
す
。

※

以
降
は
、
ス
テ
ッ
プ
３
・
４

　

と
同
様
の
手
順
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
は
強
制
し
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
や
、
当
面
の
間
、

初
回
の
取
得
は
無
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
得
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
　

歳
未
満
及
び
成
年
被
後
見
人
の
方
は
法
定
代

理
人
に
よ
っ
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
任
意

代
理
人
に
よ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
に
は
顔
写
真
の
添
付

が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
使
用
す
る
顔
写
真
は
６

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
正
面
、
無
帽
、
無
背
景

の
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

有
効
期
間
は　

 

歳
以
上
の
方
は　

年
間
、 　

歳

未
満
の
方
は
、
容
姿
の
変
化
を
考
慮
し
、
５
年
間

と
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
税
や

年
金
の
情
報
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情
報

は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
情
報
が
カ
ー
ド

か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用

す
る
ウ
ェ
ブ
申
請
も
可
能
で
す

▼ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
必
ず
取
得
し
な
け
れ
ば

　

 

な
ら
な
い
の
で
す
か
？

▼ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を

　
 

本
人
以
外
が
行
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

▼ 

顔
写
真
は
ど
ん
な
も
の
で
も
良
い
の
で
す
か
？

　

 

ま
た
、
カ
ー
ド
に
有
効
期
間
は
あ
り
ま
す
か
？

▼ 

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
か
ら
個
人
情
報
が
筒
抜
け
に

　

 

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

個
人
番
号
カ
ー
ド　

よ
く
あ
る
質
問

15

20

20

10

5 きやま

(H27.9.15)

基
山
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
第

27
条
に
よ
り
設
置
を
規
定
さ
れ
て
い

る
︑
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議
会
を
開

催
し
ま
す
︒

▽
日
時

９
月
25
日
︵
金
︶

午
後
３
時
か
ら

▽
場
所

役
場
２
階

会
議
室

▽
審
議
会
の
内
容

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
見
直
し

に
つ
い
て

※
審
議
会
は
公
開
い
た
し
ま
す
︒
傍

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
当
日
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
課

協
働
推
進
係

電
話
９
２
︱
７
９
２
０

第
３
回
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

第
３
回
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

きやまん＆第２のきやまん
エントリー中！

皆さんの力で、きやまんと第２のきやまんを全国

に広めませんか。ぜひ投票をお願いします。

ウェブ投票期間

１１月１６日（月）午後６時まで
※一つのＩＤで１日１回投票ができます。

投票方法についてご不明な点は

下記までお問い合わせください。

※問合せ先

・産業振興課　電話９２－７９４５

・まちなか公民館　電話８５－８２８１

投票ページ
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基き

山ざ
ん

山
頂
駐
車
場
か
ら
頂
上
を
目

指
し
て
50
ｍ
く
ら
い
登
る
と
、
右
手

前
方
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
所
に
、
石

柱
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
記
念
碑
に
は
﹁
日
本
植
林
発
祥

の
地
﹂
と
刻
ま
れ
て
い
て
、﹁
緑
化
の

父
﹂
と
呼
ば
れ
た
徳
川
宗
敬
書
と
あ

り
ま
す
。

そ
ば
の
案
内
板
に
よ
る
と
、

『
こ
こ
基き

山ざ
ん

か
ら
東
に
続
く
丘
陵

地
は
筑つ
く

紫し

の
名
の
発
祥
地
で
、
わ
が

国
最
初
の
植
林
地
と
伝
え
ら
れ
る
。

日
本
書
紀
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

﹁
初
め
五い

十そ

猛た
け

神か
み

天あ
ま

降く
だ

り
ま
す
時
に
、

多さ
わ

に
樹
種

こ

だ

ね

を
将も

ち
て
下
る
。
然
れ
ど

も
韓か
ら

国く
に

に
殖う

え
ず
し
て
、

盡

こ
と
ご
と
く

に
持

ち
帰
る
。
遂
に
筑
紫
よ
り
始
め
て
凡す
べ

て
大お
お

八や
し

洲ま
の

国く
に

の
内
に
、
播ま
き

殖お
お

し
て
、

青
山
に
成
さ
す
と
い
う
こ
と
莫な

し
﹂
﹄

と
あ
り
、
江
戸
時
代
の
学
者
貝
原
益

軒
・
明
治
時
代
の
文
学
者
久
米
邦
武

博
士
に
よ
っ
て
、﹁
筑
紫
﹂
と
は
こ
こ

﹁
き
の
や
ま
﹂
︵
基
山
︶
と
断
定
さ
れ
、

日
本
で
最
初
に
植
林
が
行
わ
れ
た
地

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

植
林
の
山
︵
梁
井
幾
太
郎
氏
︶

全
国
的
に
植
林
事
業
が
奨
励
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
30
年

代
か
ら
で
す
。

佐
賀
県
内
で
は
、
明
治
37
年
度
か

ら
大
正
10
年
度
ま
で
に
合
計
６
０
０

町
歩
の
植
林
が
実
施
さ
れ
た
と
記
録

に
あ
り
ま
す
。

基
山
町
で
の
植
林
事
業
に
は
、
梁

井
幾
太
郎
氏
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

幾
太
郎
氏
は
、
佐
賀
県
で
の
林
業

講
習
会
へ
参
加
し
た
り
、
先
進
地
︵
和

歌
山
県
・
奈
良
県
︶
視
察
に
派
遣
さ

れ
る
な
ど
、
明
治
42
年
頃
か
ら
山
林

の
植
林
事
業
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
植
林
地
で
硫
安
︵
硫
酸
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
︶
を
施
肥
と
し
て
使
用
す

る
方
法
を
世
界
で
初
め
て
実
践
す
る

な
ど
研
究
熱
心
で
も
あ
り
ま
し
た
。

後
に
佐
賀
県
の
林
業
発
展
の
た
め
に

尽
力
し
、
産
業
功
労
者
と
し
て
表
彰

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
山
町
で
は
、
大
正
天
皇
即
位
を

記
念
し
て
、
基
肄
城
跡
内
に
﹁
記
念

学
校
林
﹂
を
設
け
、
以
後
幾
太
郎
氏

の
援
助
に
よ
り
後
世
に
受
け
継
が
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

次
の
世
代
に
受
け
継
ぐ﹁
基
肄
城
跡
﹂

『
き
の
山
の
つ
ば
な
(
※
注
)
穂
に
出

て
風
ふ
け
ば
風
の
ま
ま
に
打
ち
な
び

く
な
り
﹄

一
刀
研
二

現
在
の
基き

山ざ
ん

一
帯
は
、
大
部
分
が

戦
後
に
植
え
ら
れ
た
杉
や
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
人
工
植
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

基き

山ざ
ん

山
頂
南
西
側
斜
面
に
は
、
町

に
よ
っ
て
桜
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
西
側
に
は
、
サ
ザ
ン
カ
や
つ
つ

じ
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、
春
や
秋
に

は
美
し
い
花
々
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
植
物
で
あ
る
、

﹁
翁
お
き
な

草ぐ
さ

﹂
な
ど
の
生
育
地
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
肄
城
跡
の
土
地
所
有
者
状
況
は
、

平
成
３
年
の
町
有
地
面
積
は
わ
ず
か

７
・
２
％
で
し
た
が
、
現
在
は
ほ
と

ん
ど
が
町
有
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
の
先
人
達
の
努
力
に
よ
り
守

り
継
が
れ
て
き
た
大
切
な
基
肄
城
跡

を
、
後
世
の
人
々
に
引
き
継
ぐ
こ
と

こ
そ
が
現
代
に
生
き
る
我
々
の
責
務

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
注

つ
ば
な
︵
茅
花
︶

方
言
＝
ず
ば
な
。
草
原
に
生

え
て
お
り
、
か
つ
て
は
穂
が

出
る
前
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
⑭

︱
み
ん
な
で
手
入
れ
し
た
山
︑
基き

山ざ
ん

︱

｢日本植林発祥の地」記念碑

つばな（茅花)
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基肄城築造１３５０年記念

きやまプレミアム商品券
販売開始のお知らせ

１０，０００円で

１１，０００円の

お買い物ができます！

　基山町商工会では、町より地

域活性化・地域住民生活等緊急

支援交付金事業補助金を受けて、

町内消費の喚起と地域経済活性化

を図るため、１０％プレミアム付

き商品券総額１４０，２５０千円

（発行冊数１２，７５０冊）を発

行いたします。取扱店でお得にお

買い物が楽しめるプレミアム商品

券をぜひこの機会にお買い求めく

ださい。

販売期間

購入限度

１０月３日（土）

午前１０時から　完売次第、販売終了

１人５冊まで

購入時の注意

購入申込書にお名前・ご住所等をご本人に

記入していただきます。

販売場所

基山町商工会及び取扱店 （商品券が使用でき

るお店）の一部店舗等

ただし、１０月３日（土）と４日（日）は役

場１階ロビー及び取扱店の一部店舗のみと

し、１０月５日（月）以降は基山町商工会、

取扱店の一部店舗で販売予定です。なお、多

子世帯特典分は産業振興課（役場２階）での

販売となりますので、ご注意ください。

詳細については、新聞折込チラシ等でお知ら

せいたします。

商品券の概要

・販売金額　１冊１０，０００円

・額面金額　１冊１１，０００円

　　　　　　（５００円商品券×２２枚）

・有効期間　１０月３日（土）～

　　　　　　平成２８年１月３１日（日）

　　　　　　※有効期間を経過した商品券は

　　　　　　　無効となります。

・使用できるお店
　取扱店として登録された町内のお店等で、

　７０店程度が登録予定です。取扱店も募集中

　ですので、お問い合わせください

多子世帯特典

　１８歳未満の子どもを３人以上養育してい

る世帯に対しては、１世帯で５冊を上限とし

て、１冊につき 9,000 円（額面 11,000 円分）

で販売します。商品券の購入時には、産業振

興課が対象世帯に発行する「多子世帯特典券」

の添付が必要になります。なお、「多子世帯

特典券」は９月下旬頃までに郵送されます。

　多子世帯特典については産業振興課（電話

９２－７９４５）までお問い合わせください。

※問合せ先　基山町商工会
　　　　　　〒８４１－０２０４
　　　　　　基山町大字宮浦２１８
　　　　　　電話９２－２６５３
　　　　　　ＦＡＸ９２－０２０８

購入者アンケートにご回答いただくと、
抽選で１００名様に
賞品をプレゼントいたします。
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今
年
は
︑
基
肄
城
が
築
造
１
３
５

０
年
目
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で

す
︒
昨
年
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
︑
町

で
は
︑
西
日
本
各
地
の
古
代
山
城
が

所
在
す
る
自
治
体
の
代
表
者
や
︑
国

や
県
な
ど
の
関
係
団
体
の
方
々
を
招

き
︑
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し

ま
す
︒
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
︑
古
代
山

城
に
関
係
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

し
て
︑
自
治
体
や
住
民
の
交
流
を
図

る
と
と
も
に
︑
地
域
の
活
性
化
や
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
︒

▽
日
程

１
日
目

10
月
２
日︵
金
︶

２
日
目

10
月
３
日︵
土
︶

※
１
日
目
は
︑
自
治
体
な
ど
の
関
係

者
が
対
象
で
︑
現
地
視
察
や
会
議

を
開
催
し
ま
す
︒

※
２
日
目
は
︑
一
般
の
方
も
対
象
に

式
典
等
を
行
い
ま
す
︒

▽
場
所
︵
２
日
目
︶

基
山
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
入
場
は
無
料
で
す
が
︑
満
席
と

な
っ
た
場
合
は
︑
入
場
制
限
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

第
５
回
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
基
山
大
会

第
５
回
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
基
山
大
会

｢基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
﹂
の
策
定
に
か
か
る
会

議
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
︒

▽
日
時

10
月
５
日
︵
月
︶

午
前
10
時
か
ら

▽
場
所

役
場
４
階

大
会
議
室

▽
会
議
内
容

｢基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
﹂
に
つ
い
て
等

※
会
議
は
原
則
公
開
し
ま
す
︒
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
当
日
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

総
合
計
画
推
進
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

第
３
回
基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

第
３
回
基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
す

創
生
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
す

︿
有
料
広
告
﹀

『『 明るく、楽しく、元気よく、最高の笑顔で!!で!! 』

活気ある基山町のみなさまを全力でサポートさせて頂きます。

基山町の健康応援団。

各種保険取扱い

お問い合わせ ☎ ０９４２－８５－９７８７

診療時間

月～土 １０：００ ～ １４：００

１５：３０ ～ ２１：００

休診日 日・祝日

交通事故認定治療院専用駐車場９台

http://www.aiz-kiyama.com/

スタジオ完備でトレーニング＆コンディショニングOK！

ＪＲ基山駅１階にあります!!

｢基
山
町
教
育
大
綱
﹂
の
策
定
に

か
か
る
会
議
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
︒

▽
日
時

９
月
28
日
︵
月
︶

午
後
１
時
30
分
か
ら

▽
場
所

役
場
４
階

大
会
議
室

▽
会
議
内
容

｢基
山
町
教
育
大
綱
︵
素
案
︶﹂
に

つ
い
て
等

※
会
議
は
原
則
公
開
し
ま
す
︒
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
当
日
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

総
合
計
画
推
進
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

第
２
回
基
山
町
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
す

第
２
回
基
山
町
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
す

町
で
は
︑
人
口
の
将
来
展
望
に
係

る
﹁
基
山
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
﹂
と
地

方
創
生
の
取
組
の
方
向
性
を
示
す

﹁
基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
﹂
の
策
定
を
し
て
い
ま
す
︒

現
在
︑
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

頂
く
た
め
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

︵
意
見
募
集
︶
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

▽
意
見
募
集
期
間

９
月
10
日
︵
木
︶
～
24
日
︵
木
︶

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
方

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
︑
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
個
人
︑

町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
個
人
及

び
町
内
で
活
動
す
る
事
業
者
そ
の

他
団
体

▽
提
出
方
法

提
出
様
式
は
︑
基
山
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

い
た
だ
く
か
︑
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
︵
役
場
１
階
︶
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
︒
郵
送
︑Ｆ
Ａ
Ｘ
︑メ
ー

ル
又
は
持
参
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
︒

※
頂
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
︑
個
別

の
回
答
や
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
︒

※
提
出
・
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

総
合
計
画
推
進
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
０
８
４

メ
ー
ル

s
o
g
o
k
e
ik
a
k
u
-
2
@
to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

｢
基
山
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
﹂
﹁
基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・

｢
基
山
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
﹂
﹁
基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂
の
策
定
に
関
す
る

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂
の
策
定
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
︵
意
見
募
集
︶
を
行
い
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
︵
意
見
募
集
︶
を
行
い
ま
す
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　ふ・れ・あ・いフェスタでは、地域間交流や世代
間交流などを目的として、さまざまなイベントを開
催しており、家族連れなど多くのお客様に参加して
いただいています。つきましては、フェスタに参加し、
イベントを開催していただける団体を募集します。
皆さんが日頃行っている活動の面白さや奥深さなど
を、フェスタを通して町民の皆さんと共有してみま
せんか。フェスタを一緒に盛り上げる、楽しいイベ
ントをお待ちしています。
　参加希望多数の場合や内容によっては、実施のご
希望に添えない場合もありますので、あらかじめご
了承ください。

▷開催日　12月 13日（日）
▷場　所　総合体育館周辺

▷申込条件
　・町内で活動されている団体で、一つのイベ　　
　　ントとして参加していただける団体。
　・営利目的の販売のみの参加はできません。
▷申込方法
　申込書に必要事項を記入の上、まちづくり課宛に
　持参、郵送、メールのいずれかの方法でご提出く
　ださい。なお、申込書はまちづくり課で配布して
　いるほか、基山町ホームページからダウンロード
　できます。
▷申込締切　10月 16日（金）必着
※申込み・問合せ先
　まちづくり課（役場２階）
　〒８４１－０２０４　基山町大字宮浦６６６番地
　電話 ９２－７９２０
　メール fureaifesta@town.kiyama.lg.jp

イベント参加団体　募集！２０１５ふ・れ・あ・いフェスタ

スロージョギング  教室参加者募集

スロージョギング　の知識及び基礎技術を習得し、継続的に運動することで健康意識の向上と生活習慣
の改善を図ることを目的に、スロージョギング　教室を開催します。ぜひご参加ください。

▷日　時
　10月 19日（月）～平成 28年１月 18日（月）
　の毎週月曜日・水曜日
　午後５時 30分～ 6時 30分（１時間程度）
▷場　所
　基山町総合公園　多目的グラウンド周回コース
▷内　容
　スロージョギング　の練習（20回程度）
▷対　象　
　健康な方ならどなたでも参加できます。
　（ただし、通院中の方は、主治医の許可を
　  得た上でご参加ください。）
▷参加費　無料
▷定　員　先着 60名

※10 月 17 日（土）午前 10 時から、町民会館
　小ホール（入場無料）でスロージョギング　
　の考案者田中宏暁教授の講演会が開催されま
　すので、こちらもぜひご参加ください。
※「スロージョギング　」は日本スロージョギ
　ング協会の登録商標です。
※申込み・問合せ先
　まちづくり課　文化スポーツ係
　電話92-7935　FAX92-7935
　メール bunka-2@town.kiyama.lg.jp

スロージョギング　の特長

　自分の体力に合ったペースで走ることができ、ジョギ
ングを楽しめ、運動習慣の確立につながります。疲れに
くく楽に行えるので、身体への負担も少なく長く走るこ
とができ、体力アップや脂肪燃焼に効果的です。また、
適度な運動は認知症の予防も期待できます。
　運動する時間が無くても大丈夫です。スロージョギン
グ　は場所や時間を選びませんので、日常生活の細切れ
時間を利用して行うことができます。安全で、ダイエッ
トや健康増進に効果的な運動として、ジョギング初心者
や高齢者の方にもおすすめです。

【走り方のポイント】

疲れないスピード、それがま
さにニコニコペース。
初心者は時速 4～ 5キロを目
安に。

ニコニコペースで
走る

ポイント １

走るときにアゴを上げると、
背筋がしっかり伸びて、脚が
引き上げやすくなります。

アゴを上げて、
目線は遠方に

ポイント 3

足の指の付け根あたりで着地
するフォアフット着地なら、
衝撃はかかと着地の1/3。

足の指の付け根で
着地する

ポイント 2
まとまった時間がとれないと
きは、３分×10 回のように、
小分けして走っても大丈夫。

１日の目標は
トータル30～60分

ポイント ５

ント】

呼吸は意識的にコントロール
する必要なし。
荒くならないように気をつけ
るだけでOK！

口を開けて、
呼吸は自然のままに

ポイント 4
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取  組  内  容 （ 計 画 ）取 組 項 目
具体的な
推進方策

推進
項目 取  組  実  績

１　

人
口
増
対
策

（１）
都市計画の

変更

（２）
住宅化の促進

（３）
定住化対策

（４）
企業誘致の

促進

（５）
子育て支援策

の推進

・都市計画基礎調査を踏まえ、開発促進手法
等を検討し、市街化区域内残存農地等の開
発促進を図る。

ア 市街化区域内の
　 開発促進

ア けやき台
　 マンション計画

ア 空き家状況の
　 把握

イ 快適な都市環境
　 の形成

イ 定住促進

ウ 「鳥栖基山都市計
　 画」の線引き等の
　 見直し

・基礎調査の結果を県とともに検討した。具
体的な課題等を平成２７年度カルテ化する
こととした。

・道路網整備のため幹線道路の行き止まりの
解消を図る。

・白坂久保田２号線の詳細測量設計を実施し
た。白坂久保田２号線の道路用地購入のた
め予算化を行った。

・高齢者や障がい者等の安全性及び利便性に
配慮した、道路・公園整備を行う。

・重要路線を調査し実施路線の検討を行った。
・現状、凹凸のある路線の修繕を行った。

・マンション建築予定地の宅地計画見直しな
どを視野に入れて、住宅化を促進するため、
所有者などに継続的な働きかけを行う。

・事業者が分譲での対応に向け協議調整を
行っている。

・空き家状況調査等を行い、町内の空き家等
情報を収集する。

・情報収集を継続し、提供があった建物所有
者に改善等の対応をお願いした。

・空き家状況調査等の結果を踏まえて、空き
家等への定住促進を図る。

・情報収集を継続し、提供があった建物所有
者に改善等の対応をお願いした。

・町有財産の活用を図る。 ・佐賀大学へ旧役場跡地周辺活性化調査を委託
し高齢者ケア付高層住宅等の提案があった。

・都市計画基礎調査を行い、マスタープラン
の見直しを行う。

・基礎調査の結果を県とともに検討した。具
体的な課題等を平成２７年度カルテ化する
こととした。

・今後の長期的なまちづくり方針を策定する。
・市街化調整区域を含めた町全体の土地利用
方針を策定する。

・市街化区域拡大を含めた調査・研究を行う。

・基礎調査の結果を県とともに検討した。具
体的な課題等を平成２７年度カルテ化する
こととした。

・誘致可能な用地等の情報収集と情報提供を
行う。

・企業用地等情報提供制度の周知を行った。
その他、佐賀県企業立地ガイドの物件情報
へ情報提供を行った。

・誘致可能な企業用地の確保及び環境整備を
行う。

・長野地区の開発について、佐賀県農村漁村
課と協議を行った。また、グリーンパーク
内の緑地率の緩和を行い、１区画について
工場用地として売却できるようにした。

・中学生までの一貫したアドバイスを受けられ
るような専門の家庭児童支援員の設置を行う。

・保育園・幼稚園等の気になる児童について、
保健師による巡回見守り・指導を行った。

ア 企業誘致の促進

ア 乳幼児期からの  
　 一貫した子育て
　 支援

・幼稚園、保育所、学校の連携と情報の共有
を促進するための各機関による定期的な連
携会議を開催する。

・就学前の児童は、幼保小連携会議で情報共
有を行い、さらに事前対応が必要な児童に
は、関係機関が協力して支援にあたった。

・子育てを通じて仲間を増やし、子育てのさ
まざまな問題や課題も自分たちで解決でき
る絆づくりを推進するための情報交換等の
できる場所を提供する。

・子育てを通じて仲間が集まり、グループと
しての活動をする動きが出てきた。

　第５次基山町行政改革大綱は、平成２８年度を

目標年度とし、「人口増対策」、「持続可能な財政運

営の実現」、「行政サービスと透明性の向上」、「町

民が主体のまちづくり」、「効率的・効果的行政組

織の確立」、「民間機能の活用」の６項目を行政改

革推進項目の柱として、また、行政改革を迅速か

つ着実に推進していくための具体的な推進方策（２

５項目）を含め、平成２４年６月に基山町行政改

革推進本部において決定されました。

　行政改革大綱は、基山町行政改革懇談会の中で

審議され、ご提案いただいた内容に基づきまとめ

られています。

　実施期間３年目となる平成２６年度の第５次基

山町行政改革大綱の進捗状況は次のとおりです。

　今回は６項目の行政改革推進項目中、「人口増対

策」、「持続可能な財政運営の実現」の２項目につ

いてご報告します。残り４項目については次号に

てご報告します。

　今後も「行政改革推進本部」を中心に組織的な

進行管理を行い、第５次基山町行政改革大綱を推

進していきます。

　つきましては、町民の皆さんのご理解をお願い

いたします。

　また、詳細は基山町ホームページでもご覧いた

だくことができます。

平成２６年度　基山町行政改革実施計画　進捗状況一覧

第５次基山町行政改革大綱の進捗状況
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取  組  内  容 （ 計 画 ）取 組 項 目具体的な
推進方策

推進
項目 取  組  実  績

・継続して事業を実施するため、普及・啓発
を図るとともに、軽度の病気での安易な受
診を防ぐための適正受診についての啓発活
動を実施する。

・子育て支援ガイドブックで、適正受診につ
いての啓発に努めた。

・子どもを産み育てる環境づくりの根源とな
る妊娠への一助となるよう、不妊治療費の
助成を行う。

・平成２５年４月１日より実施。平成２６年
度実績１５件

・広報、ホームページへの掲載、県不妊治療
助成申請時に勧奨を行った。

・接種費用の一部を助成することにより、保
護者の負担軽減を図り、子育て支援として
実施する。

・平成２５年４月１日より実施。平成２６年
度実績１，６８７件

・広報、ホームページへの掲載、町内医療機
関へのポスター掲示を行った。

・乳幼児の保育及び教育について、保育所、
幼稚園一体となって検討する審議会の設置
を行い、各施設の園児の定員及び園舎等施
設整備計画の基礎となる指針を策定する。

・たんぽぽ保育園園舎新築工事が始まった。
・基山町子ども・子育て支援事業計画を作成した。
・基山保育園園舎については、庁舎内の会議
を開催した。

・小学校修了までの利用拡大について、ニー
ズ調査・検討を行い、運営方針を決定する。

・小学１年生から６年生までの利用があった。
・春季及び夏季休業中の利用増のため、臨時
教室を開設して対応した。

・長期休業中等の開所時刻を午前８時に変更
する。

・平成２５年４月から長期休業中や土曜日の開
所時間を午前８時としたことにより、働く保
護者が安心して預けられる施設となった。

・地域（各区）にて放課後見守り事業を行う。 ・放課後において各区で子どもたちを見守る
ことができる場所があるのか、また見守り
を行う人がいるかを検討した。

・学校の余裕教室について、地域の交流の場
などの利活用を図る。

・文部科学省等における、余裕教室の利活用の
状況等を調査しながら現状の把握を行った。

・子どもクラブ参加による地域とのつながり
のメリットを再度見直し、楽しんで活動で
きる地区対抗戦などを実施し、子どもクラ
ブ加入率の向上を目指す。

・町子どもクラブ連絡協議会では、各区子ど
もクラブ会長との協議の上、主催事業を実
施した。

・登下校時のみならず、地域による防犯パト
ロール実施を推進する。

・補導員、交通指導員、区長会、ボランティア、
ＰＴＡ等の見守りや情報提供が組織的に行
われ、学校、家庭、地域が一体となった子
どもの安全確保に努めた。

・公民館等を開放し、地域や老人クラブなど
と協働で習い事や見守り等、地域の子ども
と大人が集う居場所づくり事業を創設する。

・地域の民生児童委員や青少年育成町民会議
の方々が協力して見守りをしている。

・窓口及び電話での応対には、丁寧で分かり
やすい説明を心がけ、歓迎の意を表すよう
努めている。

・子育て支援ガイドブックを作成し、子育て
に関する制度をまとめて紹介している。

・町民協働での子育て支援を目指した子育て
支援グループや団体等の育成を行う。

・自分の子どもが小さいうちは、自分の手で
育てよう、というグループが出来た。

（５）
子育て支援策

の推進

（１）
中長期財政
計画の随時
見直し

（２）
実質公債費
比率の逓減

（３）
補助金の
検証と評価

ア 乳幼児期からの
　 一貫した子育て支援

イ 医療費等助成
   制度の充実

ウ 保育体制再編
   整備
   （ア）保育所

ウ 保育体制再編
　 整備
   （イ）放課後
　　　  児童クラブ

エ 地域との連携・  
   子どもの居場所 
   づくり

オ 子育て支援施策 
   のＰＲ

ア 中長期財政計画 
   の更新

ア 計画的な起債
   借入

イ 補助金等の
   再検証

ア スクラップアンド 
   ビルドの徹底

・国の地方財政に対する考え方や県の動向等を
踏まえ、中長期的な財政計画の更新を行う。

・平成２２年９月策定の中長期財政計画と実
績との乖離についての検証を行った。

・計画期間としてはおおむね５年から１０年
を見込むものとし、持続可能な財政基盤の
確立に主眼を置き、更新を行う。

・平成２２年９月策定の中長期財政計画と実
績との乖離についての検証を行った。

・スクラップアンドビルドを徹底する。 ・スクラップアンドビルドの視点で予算査定
を行った。

・再度、検討委員会及び審査委員会を設置し、
真に必要な補助金かを検証し、継続か否か
を判断する。

・補助金見直しの手順、作業を検討した。

・臨時財政対策債については、引き続き国が
定める発行可能額について起債を行う。

・その他の起債については、各年度の事業量
等を精査し、優先順位を定めることにより、
将来の公債費抑制を図る。

・起債にあたっては、普通交付税の基準財政
需要額への交付税措置について考慮し、借
入を行う。

・起債は、交付税措置のあるものとした。

１　

人
口
増
対
策

２　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実
現

・他自治体より優位な施策を町外の人が集ま
る（通る）場所で案内・掲示する。

13 きやま

(H27.9.15)



取  組  内  容 （ 計 画 ）取 組 項 目具体的な
推進方策

推進
項目 取  組  実  績

・国及び県の補助事業であっても、町とし
て取り組むべき事業か否かという視点に
立ち再検証する。

・補助金見直しの手順、作業を検討した。

・庁用自動車への広告掲載のＰＲを行う。 ・庁用自動車を含めた、広告収入の確保につ
いて、検討を進めた。

・新たな広告場所や媒体の研究を行う。 ・庁用自動車を含めた、広告収入の確保につ
いて、検討を進めた。

・特定の事業への活用を図る。 ・基山中学校のグランドピアノの購入に対し
活用を図った。

・成果を協力者へ報告するとともに、ホーム
ページ等にて公表することで、一層の推進
を行う。

・基山中学校のグランドピアノの購入に対し
活用を図り、広報に掲載した。

・神の浦ため池跡地の有効利用を図る。 ・進行中の事業について、調査検討を実施した。

・旧役場、旧公民館跡地等については将来的
に使用する可能性があるものの、当面、使
用する予定がない土地等について有効活用
を図る。

・進行中の事業について、調査検討を実施し
た。

・受益者負担の原則に立った、運営費、維持
補修費を基礎とした適正な使用料への見直
しを行う。

・見直し業務を実施し、平成２７年４月１日
から施行した。

・体育施設、町民会館、憩の家の使用料につ
いても見直すことにより委託料の適正化を
図る。

・見直し業務を実施し、平成２７年４月１日
から施行した。

・町民ニーズを的確に把握するため、本町の
行政全般にわたる満足度調査を実施する。
また、調査結果の検証を行い、今後の町行
政が果たすべき役割を明確化する。

・町民満足度調査を実施した。

・共通な課題に対応するための業務連携マ
ニュアルを作成する。

・業務連携マニュアルの作成対象について、
各課に調査を行った。

・地方公営企業法の法適用を行う。
・企業会計方式を導入し、複式簿記による経
理を行う。

①貸借対照表等の財務諸表を分析し、経営状
況の適正化を図る。

②固定資産台帳・施設台帳等の整備を行う。
③他の法適用団体との比較検証を行う。
④収益バランスのとれた下水道使用料への適
正化を図る。

・スムーズな導入に向け、関係部署と連絡調
整し、導入テストを行った。

・佐賀県滞納整理推進機構と協力し、徴収率
の向上を図る。

・徴収事務研修会に参加し、滞納整理の実施
方法を学ぶとともに情報交換等を行った。

・共同催告を行い、一斉給与差押を実施した。

・パソコン導入時の費用削減と文書の管理効
率化を目的として、無償で利用できるオー
プンソースソフトウエアについて全庁的な
導入を図る。

・各業務システムとの連携が可能か調査を実
施した結果、各業務システムは Windows 
OS・Office を使用しており、システム改修
が必要になる。高額な費用が予測されるた
め、現状では取り組まない。

・現在実施されている当日投票時間の短縮を
図る。

・現状の評価、検証を行った。

・旅費単価について、見直しを行う。 ・近隣の自治体の調査を実施した。

・基山町循環バス検討委員会報告書（平成２
３年１２月）を踏まえ、有料化と利便性の
向上を図る。

・４月から試験運行、
 ７月から本格運行を行った。

イ 補助金等の
   再検証

ア 広告料収入の
   確保

イ ふるさと応援
   寄附金の活用
   及び推進

ウ 町有地等の活用

エ 町有施設の
   使用料見直し

ア 企業会計方式の
   導入

ア オープンソース
   ソフトウエア
   （ＯＳＳ）の導入

イ 町長選・町議選  
   の投票時間の短縮

ウ 旅費の算定方法の
   検討

エ 循環バスの有料化

ア 佐賀県滞納整理
   推進機構との連携

イ 業務連携マニュ
   アルの作成

ア 町民ニーズの的確
   な把握及び行政が
   果たすべき役割の
   明確化

（３）
補助金の
検証と評価

（４）
自主財源の

確保
公共施設、
町有地の
有効活用

（５）
行政サービス
の見直し

（６）
下水道特別会
計の複式簿記

の導入

（７）
徴収率の向上

（８）
その他の取組

２　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実
現
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シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
健
康
教
室
︵
脳
の
活
性
化
教
室
)

参
加
者
募
集

シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
健
康
教
室
︵
脳
の
活
性
化
教
室
)

参
加
者
募
集

町
で
は
︑
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
︑
脳
の
活
性
化
と
運
動
機
能
向
上

を
目
的
と
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
︒

希
望
さ
れ
る
方
は
︑
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
定
員
に
な

り
次
第
︑
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
と
は

｢２
つ
の
こ
と
を
同
時
に
行
う
﹂

﹁
左
右
で
違
う
動
き
を
す
る
﹂と
い
っ

た
普
段
慣
れ
な
い
動
き
で
脳
に
適
度

な
刺
激
を
与
え
な
が
ら
︑
心
身
の
活

性
化
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
︒
笑

顔
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま

れ
る
た
め
︑
楽
し
く
続
け
ら
れ
る
の

が
特
徴
で
す
︒

▽
日
程

第
１
回

10
月
９
日
︵
金
︶

第
２
回

10
月
16
日
︵
金
︶

第
３
回

10
月
23
日
︵
金
︶

第
４
回

10
月
30
日
︵
金
︶

第
５
回

11
月
６
日
︵
金
︶

第
６
回

11
月
13
日
︵
金
︶

▽
時
間

午
後
２
時
～
３
時

▽
場
所

基
山
町
福
祉
交
流
館
２
階
交
流
広
場

(基
山
町
大
字
宮
浦
１
０
０
６
番
地
１
︶

▽
対
象

65
歳
以
上
の
方

※
６
回
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
︒

▽
募
集
定
員

30
名
程
度

▽
持
参
す
る
も
の

運
動
で
き
る
服
装
と
靴
︑
水
筒
︑

タ
オ
ル
︑
筆
記
用
具
な
ど

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課

福
祉
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
４

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
食
育
だ
よ
り
③

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
食
育
だ
よ
り
③

10
月
３
日
︵
土
︶
に
基
肄
城
築
造

１
３
５
０
年
記
念
事
業
と
し
て
﹁
き

や
ま
ん
か
あ
さ
ん
の
郷
土
料
理
﹂
を

出
店
し
ま
す
︒
柿
の
葉
寿
司
︑
そ
う

め
ん
汁
︑
マ
コ
モ
ダ
ケ
と
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
予

定
で
す
︒
皆
さ
ん
︑
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
体
験
・
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
体
験
・
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た

８
月
７
日
︵
金
︶︑
基
山
小
学
校
に

併
設
し
て
い
る
基
山
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
︑
体
験
・
見
学
会
を
開
催

し
ま
し
た
︒
小
中
学
生
と
保
護
者
合

わ
せ
て
64
名
が
参
加
し
︑
厨
房
内
の

見
学
や
︑
大
き
な
ひ
し
ゃ
く
で
の
配

膳
︑
ま
た
簡
単
な
調
理
も
体
験
し
ま

し
た
︒
日
頃
食
べ
て
い
る
学
校
給
食

が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
作
ら
れ
て
い

る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
い
︑
学
校
給

食
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
︒

ヘルスメイトの食育だより②

｢

基
山
町
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
｣

｢

基
山
町
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
｣

見
直
し
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
依
頼
に
つ
い
て

見
直
し
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
依
頼
に
つ
い
て

町
で
は
︑
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め
︑
平
成
23
年
度
に
﹁
基
山

町
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
﹂
を

策
定
し
ま
し
た
︒
策
定
か
ら
５
年
目

を
迎
え
︑
内
容
の
見
直
し
を
行
う
た

め
に
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

す
︒
対
象
は
︑
平
成
27
年
度
に
18
歳

を
迎
え
る
方
と
平
成
27
年
７
月
31
日

を
基
準
日
と
し
て
︑
20
歳
以
上
の
方

の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

１
︐

０
０
０
名
の
方
で
す
︒
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
記
入

し
て
い
た
だ
き
︑
直
接
ま
ち
づ
く
り

課
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
か
︑
同
封

の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
ポ
ス
ト
に

投
函
し
て
く
だ
さ
い
︒
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
課

電
話
９
２
︱
７
９
２
０
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午前９時　～　12時30分
午後２時　～　４時

※問合せ先 基山町保健センター 電話９２―２０４５
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　ＪＲけやき台駅のバリアフリー化施設整備事業の工事が始まります。平成27年度は、駅舎部（ホーム
側）の昇降機（エレベーター）ほか施設の設置を行います。

　工事期間中はご不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願いします。

　工事期間中は、駅周辺の一部を閉鎖しますが、駅は通常どおりご利用いただけます。駅は通常どおりご利用いただけます。

盲導鈴

多機能トイレ

券売機  蹴込み

触知案内板

手すり

視覚障がい者用
誘導・警告ブロック

エレベーター 11 人乗り

触知案内板・音声アナウンス

トイレトイレ

待合コーナー待合コーナー

駅務室駅務室

ＥＶデッキＥＶデッキ ＥＶＥＶ

ＥＶデッキＥＶデッキ ＥＶＥＶ

博多方面

久留米方面

小
郡
方
面

け
や
き
台
団
地
方
面

けやき台
駅前広場

国
道
３
号
線

北

①  駅舎部 （ホーム側） … 【工事時期　平成２７年９月～平成２８年２月】

ＥＶＥＶ 旅客通路

※施設の一部はイメージです。

下りホーム
エレベーター

上りホーム
エレベーター

北

②  自由通路事業 … 【工事時期　平成２８年】

ＥＶＥＶ

小
郡
方
面

小
郡
方
面

ＥＶＥＶ 旅客通路旅客通路
自由通路
エレベーター

小
郡
方
面

小
郡
方
面

け
や
き
台
団
地
入
口

け
や
き
台
団
地
入
口

け
や
き
台
団
地
入
口

け
や
き
台
団
地
入
口

北

※自由通路は案のため、実施図と異なる場合があります。

平面図

断面図

※問合せ先
　まちづくり課　電話９２－７９２０

自
由
通
路

（
町
道
け
や
き
台
駅
通
り
線
）
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鳥
獣
害
対
策
用
の
電
気
さ
く
に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策
用
の
電
気
さ
く
に
つ
い
て

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

９
月
17
日
︵
木
︶
～
10
月
16
日
︵
金
)

９
月
17
日
︵
木
︶
～
10
月
16
日
︵
金
)

７
月
︑
静
岡
県
に
お
い
て
鳥
獣
害

対
策
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
電
気
さ

く
に
よ
る
感
電
死
亡
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
︒

町
内
で
も
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農

作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
︑
電
気
さ
く

が
設
置
さ
れ
て
お
り
︑
今
後
︑
水
稲

用
や
み
か
ん
等
の
果
樹
用
に
電
気
さ

く
の
設
置
が
本
格
化
し
ま
す
︒

通
常
販
売
さ
れ
て
い
る
電
気
さ
く

は
︑
触
れ
て
も
人
体
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
安
全

と
は
い
え
電
流
が
流
れ
て
い
ま
す
の

で
︑
昼
夜
問
わ
ず
電
気
さ
く
に
は
触

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
︒
ま

た
︑
外
で
遊
ぶ
お
子
さ
ん
に
も
注
意

喚
起
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
︒

電
気
さ
く
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ

電
気
さ
く
は
鳥
獣
害
対
策
と
し
て

有
効
で
す
が
︑
適
切
な
設
置
や
安
全

管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒
設
置
さ
れ

て
い
る
電
気
さ
く
に
つ
い
て
︑
次
の

こ
と
が
守
ら
れ
て
い
る
か
再
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
︒

・
電
気
さ
く
を
設
置
す
る
場
合
は
︑

周
囲
の
人
が
容
易
に
視
認
で
き
る

位
置
や
間
隔
︑
文
字
で
危
険
表
示

を
行
う
こ
と
︒

・
電
気
さ
く
の
電
気
を
30
Ｖ
以
上
の

電
源
︵
コ
ン
セ
ン
ト
用
の
１
０
０

Ｖ
等
︶
か
ら
供
給
す
る
場
合
は
︑

電
気
用
品
安
全
法
の
適
用
を
受
け

る
電
源
装
置
を
使
用
す
る
こ
と
︒

・
電
気
さ
く
を
公
道
沿
い
等
の
人
が

容
易
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
設
置
し
︑
30
Ｖ
以
上
の
電

源
か
ら
電
気
を
供
給
す
る
場
合
︑

危
険
防
止
の
た
め
︑
15
ｍ
Ａ
以
上

の
漏
電
が
起
こ
っ
た
際
︑
０
・
１

秒
以
内
に
電
気
を
遮
断
す
る
漏
電

遮
断
器
を
設
置
す
る
こ
と
︒

・
容
易
に
開
閉
で
き
る
箇
所
に
︑
専

用
の
開
閉
器
︵
ス
イ
ッ
チ
︶
を
設

置
す
る
こ
と
︒

・
電
気
さ
く
設
置
後
は
︑
断
線
や
草

木
等
に
よ
る
漏
電
が
な
い
か
定
期

的
に
点
検
を
行
い
︑
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
︒

※
問
合
せ
先

産
業
振
興
課

電
話
９
２
︱
７
９
４
５

現
在
︑
町
の
環
境
美
化
は
︑
住
民

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
と
︑
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
︒

し
か
し
一
方
で
︑
心
無
い
不
法
投

棄
が
︑
河
川
や
林
道
を
中
心
に
町
内

各
地
で
後
を
絶
た
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
︒

９
月
17
日
︵
木
︶
か
ら
10
月
16
日

︵
金
︶
ま
で
は
不
法
投
棄
防
止
強
化

月
間
で
す
︒
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
︒

罰
則
は
５
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
千

万
円
以
下
の
罰
金
で
︑
重
い
罰
則
規

定
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
は
︑
景

観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
︑
環
境
汚

染
を
引
き
起
こ
し
︑
生
活
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

も
し
︑
不
法
投
棄
者
や
不
法
投
棄

の
現
場
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
︑﹁
い

つ
・
ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
な
人
が
・

何
を
・
ど
ん
な
車
両
で
﹂
な
ど
︑
分

か
る
範
囲
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
︑
担

当
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

※
連
絡
・
問
合
せ
先

住
民
生
活
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

佐賀わくわくプレミアム商品券の
ご利用はお早めにお願いします

佐賀わくわくプレミアム商品券の使用期

限は１０月２０日（火）となっています。

使用期限を過ぎた場合は、ご利用いただ

けません。また、返品や換金はできませ

んので、必ず期限内にご利用ください。

　

※問合せ先
・基山町商工会
　電話９２―２６５３
・佐賀県商工課
　電話０９５２―２５―７０９５

使用期限：１０月２０日（火）

取扱店：のぼり、ポスター等がある店

︿
有
料
広
告
﹀
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各
月
１
日
に
お
け
る
町
民
会
館
使
用
許
可
申
請
に
伴
う
受
付
手
順
の
変
更
に
つ
い
て

基
山
中
学
校
の
教
科
書
採
択
決
定

基
山
中
学
校
の
教
科
書
採
択
決
定

平
成
28
年
度
か
ら
使
用
す
る
基
山

中
学
校
の
教
科
書
が
次
の
発
行
者
に

決
ま
り
ま
し
た
︒
教
科
書
の
見
本
は
︑

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
︵
役
場
１
階
︶

で
閲
覧
で
き
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

学
校
教
育
係

電
話
９
２
︱
７
９
８
０

種
目
名

発
行
者

国
語

三
省
堂

書
写

東

書

社
会
・
地
理

帝

国

社
会
・
歴
史

東

書

社
会
・
公
民

東

書

地
図

帝

国

数
学

啓
林
館

理
科

大
日
本

音
楽
・
一
般

教

出

音
楽
・
器
楽

教

出

美
術

開
隆
堂

保
健
体
育

学

研

技
術

東

書

家
庭

開
隆
堂

外
国
語

開
隆
堂

※発行者は略称です。

おうちの照明やテレビを消して集まり、基山の夜を楽しみませんか？
2000 個以上の手作りキャンドルランタンの温かな“灯り”と和やかな“音”がお迎えします。

キャンドルナイト inきやま 2015
～ただいま きやま おかえり みんな～

キャンドルナイト inきやま 2015
～ただいま きやま おかえり みんな～

当日サポーター募集

キャンドルランタン並べ、 点灯、

片付けなどをやってみませんか。

キャンドルナイト in きやま 2015

実行委員会へご連絡ください。

※問合せ先
こども課　電話９２－７９６８
キャンドルナイト in きやま２０１５
実行委員会
古賀　電話０９０－５７３０－１８９１

日　時　９月２６日 （土）　午後５時～８時

場　所　総合体育館前広場　※雨天時は役場前、 町民会館小ホール。

内　容 （予定）

　午後５時００分～　キャンドル点灯、 きやまのここが好き！ワークショップ　

　午後５時２０分～　オープニング、 サックス演奏 （ＫＣＢサクソフォンズ）

　午後５時５０分～　子ども和太鼓 （劇 『こころつないで』 出演者）

　午後６時１０分～　打楽器ワークショップ （天野英樹ドラムサークル）

　午後７時００分～　亀山牧子ソプラノソロライブ

　午後７時２０分～　陽原あかね弾き語りライブ

　午後７時５０分～　みんなで歌おう 「見上げてごらん夜の星を」

★キャンドル点灯
　竹ランタン約 1,000 個、 ペットボトルランタン約 500 個、

　紙袋ランタン （ひぐらし芸術祭） 約 500 個を展示します。

★ひぐらし芸術祭
　町内の園児たち （年長児中心） と絵手紙 ・ 習字教室の方々が描いた素敵な紙袋ランタンを展示します。

★紙袋ランタン作りワークショップ
　世界に一つだけの紙袋ランタンを作ってみませんか。

　出来上がった作品は会場に展示させていただきます。

　（材料はこちらで準備します。 参加無料。 材料がなくなり次第終了。）

★基山の夜カフェ
　飲食の持ち込み歓迎。 アルコール、 ソフトドリンクの販売もあります。

　テーブル、 椅子を準備していますのでご歓談ください。
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新
・
図
書
館
建
設
工
事
写
真
展

新
・
図
書
館
建
設
工
事
写
真
展

基
山
町
立
図
書
館
玄
関
ホ
ー
ル
に

て
︑
手
を
つ
な
ご
う
図
書
館
の
会
に

よ
る
写
真
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

８
月
２
日
︵
日
︶
に
行
っ
た
﹁
新
・

図
書
館
建
設
現
場
見
学
会
﹂
の
様
子

を
撮
影
し
た
写
真
や
︑
来
年
度
の
開

館
に
向
け
て
建
設
中
の
図
書
館
の
写

真
を
展
示
し
て
い
ま
す
︒
写
真
に
は

建
設
途
中
で
し
か
見
ら
れ
な
い
光
景

も
写
っ
て
い
ま
す
︒
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
︒

▽
展
示
期
間
・
時
間

10
月
４
日
︵
日
︶
ま
で
の
開
館
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
場
所

基
山
町
立
図
書
館

玄
関
ホ
ー
ル

※
問
合
せ
先

基
山
町
立
図
書
館

電
話
９
２
︱
０
２
８
９

不
要
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ

不
要
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ

基
山
町
立
図
書
館
で
は
︑
除
籍
し

た
図
書
や
寄
贈
で
い
た
だ
い
て
受
け

入
れ
な
か
っ
た
本
の
無
料
配
布
を
行

い
ま
す
︒
１
人
10
冊
ま
で
で
す
︒
持

ち
帰
り
用
の
袋
等
は
︑
ご
持
参
く
だ

さ
い
︒

▽
日
時

９
月
26
日
︵
土
︶・
27
日
︵
日
︶

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
場
所

基
山
町
立
図
書
館

玄
関
ホ
ー
ル

※
問
合
せ
先

基
山
町
立
図
書
館

電
話
９
２
︱
０
２
８
９

▽
日
時

10
月
10
日
︵
土
︶

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

10
月
11
日
︵
日
︶

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
場
所

麓
刑
務
所

▽
主
な
内
容

・
全
国
各
刑
務
所
で
製
作
し
た
刑
務

所
作
業
製
品
の
展
示
販
売

・
施
設
紹
介
︵
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
写
真
パ
ネ

ル
展
示
︶

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
性
格
検
査

・
体
験
コ
ー
ナ
ー
︵
陶
芸
体
験
・
革

ブ
ロ
ー
チ
製
作
体
験
︶

・
フ
ー
ド
コ
ー
ト

・
野
菜
等
販
売

・
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン

※
問
合
せ
先

麓
刑
務
所

鳥
栖
市
山
浦
町
２
６
３
５

電
話
８
２
︱
２
１
２
１

第
29
回
ふ
も
と
矯
正
展

︻
麓
刑
務
所
︼

自
然
等
体
験
登
山

基
山
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

　

８
月
６
日

（木
）
・
７
日

（金
）

に
基
山
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議
夏
期
研
修
で
自
然
等
体
験
登

山
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
山
中
、
基
山
小
、
若
基
小
の

子
ど
も
た
ち　

 

名
が
参
加
し
、

晴
天
の
中
、
大
分
県
九
重
町
の

八
丁
原
登
山
口
よ
り
ミ
ソ
コ
ブ

シ
山
～
女
岳
～
涌
蓋
山
を
縦
走

し
ま
し
た
。
急
な
登
り
坂
や
石

が
ご
ろ
ご
ろ
し
た
所
が
あ
り
、
き

つ
く
て
苦
し
い
と
き
も
あ
り
ま
し

た
が
、
基
肄
山
歩
会
の
方
々
に

ご
指
導
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
励

ま
し
合
い
な
が
ら
、
無
事
に
登

頂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夜
は
、
九
重
青
少
年
の
家
に

宿
泊
し
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
知

識
を
深
め
、
外
に
出
て
満
天
の

星
空
も
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

天
候
に
よ
り
３
日
に
一
度
く
ら

い
の
割
合
で
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
土
星
の
観
測
も

で
き
、
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
で
は
経
験
で
き

な
い
自
然
に
触
れ
、
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

28
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次
の
コ
ー
ス
の
セ
ミ
ナ
ー
と
働
く

女
性
の
交
流
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
︒

水
曜
日
コ
ー
ス

企
業
等
に
お
け
る
﹁
女
性
の
活
躍

推
進
﹂
に
は
︑
女
性
自
身
の
意
欲
を

高
め
る
と
と
も
に
女
性
の
持
つ
能
力

を
引
き
出
し
︑
新
た
な
活
躍
の
場
を

与
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
︒
女
性
社

員
限
定
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

を
社
外
研
修
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
︒
参
加
費
は
無
料
で
す
︒

○
日
時

10
月
21
日
︵
水
︶︑
11
月
11
日
・

25
日
︵
水
︶
の
計
３
回

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

土
曜
日
コ
ー
ス

平
日
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
が
困
難
な

方
や
︑﹁
自
己
啓
発
し
た
い
﹂﹁
仲
間

と
出
会
い
た
い
﹂
と
い
う
方
に
お
勧

め
し
ま
す
︒
参
加
費
は
無
料
で
す
︒

○
日
時

平
成
28
年
１
月
30
日
︵
土
︶︑

２
月
13
日
︵
土
︶
の
計
２
回

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

働
く
女
性
の
交
流
会
in
ア
バ
ン
セ

○
日
時

平
成
28
年
２
月
27
日
︵
土
︶

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

○
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

女
性
と
仕
事
研
究
所

代
表
理
事

諸
田

智
美
氏

○
参
加
費

５
０
０
円

▽
対
象

20
～
40
歳
代
の
女
性
で
︑
将
来
の

管
理
職
候
補
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
方
︑
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
現

在
活
躍
し
て
い
る
方
︑
自
ら
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
︑
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
教
育
訓
練
を
希
望

す
る
方

▽
申
込
方
法
・
締
切

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒
申
込
書

は
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
︒

・
水
曜
日
コ
ー
ス

10
月
７
日︵
水
︶

(全
３
回
に
参
加
で
き
る
方
優
先
)

・
土
曜
日
コ
ー
ス
︑
働
く
女
性
の
交

流
会

定
員
に
な
り
次
第
締
切

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

佐
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ア
バ
ン
セ

電
話
０
９
５
２
︱
２
６
︱
０
０
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
２
︱
２
５
︱
５
５
９
１

メ
ー
ル
d
a
n
jo
@
a
v
a
n
c
e
.o
r
.jp

Ｈ
Ｐ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
v
a
n
s
e
.o
r
.jp
/

～
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル

高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー
～

９
月
21
日
︵
月
︶
か
ら
30
日
︵
水
︶

ま
で
の
10
日
間
は
﹁
秋
の
交
通
安
全

県
民
運
動
﹂
期
間
で
す
︒
ま
た
︑
期

間
最
終
日
の
９
月
30
日
︵
水
︶
は
﹁
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
﹂
と

な
っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
運
動
は
︑
県
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透

を
図
り
︑
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
︑
県
民
の

皆
さ
ん
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
日
没
時
間
が
早
く
な

り
始
め
る
秋
季
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
︒

期
間
中
は
︑
特
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
︑
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
︒

・
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
︑
歩
い
た
り

自
転
車
に
乗
っ
た
り
す
る
と
き
は
︑

反
射
シ
ー
ル
等
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
︒
ま
た
︑
夜
間
に
自
転
車
に
乗

る
際
は
︑
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
︒

・
車
に
乗
る
と
き
は
︑
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
︒

・
車
を
運
転
す
る
と
き
は
︑
前
方
に

注
意
し
︑
車
間
距
離
を
保
ち
︑
追

突
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
︒

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
︒

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
交
通
対
策
協
議
会

電
話
０
９
５
２
︱
２
５
︱
７
０
６
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
日
時

11
月
22
日
︵
日
︶

※
時
間
は
試
験
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
︒

▽
場
所

佐
賀
大
学

本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
受
験
願
書

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務
組

合
で
配
布
し
て
い
ま
す
︒

・
消
防
本
部

予
防
課
危
険
物
係

電
話
８
３
︱
７
９
９
６

・
西
消
防
署

予
防
係

電
話
８
９
︱
３
０
５
０

・
基
山
分
署

予
防
係

電
話
９
２
︱
７
９
１
１

▽
申
込
期
間

・
書
面
申
請

９
月
24
日
︵
木
︶
～

10
月
９
日
︵
金
︶

・
電
子
申
請

９
月
21
日
︵
月
︶
～

10
月
６
日
︵
火
︶

※
願
書
提
出
・
問
合
せ
先

一
般
財
団
法
人

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部

〒
８
４
０
︱
０
８
２
６

佐
賀
市
白
山
２
丁
目
１
番
12
号

佐
賀
商
工
ビ
ル
４
階

電
話
０
９
５
２
︱
２
２
︱
５
６
０
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

▽
日
時

10
月
23
日
︵
金
︶・
24
日
︵
土
︶

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
場
所

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
本
部
３
階

(鳥
栖
市
本
町
３
丁
目
１
４
８
８

番
地
１
︶

▽
種
類

乙
種
第
４
類

▽
受
講
料

４
︐

０
０
０
円

▽
申
込
期
間

９
月
24
日
︵
木
︶
～

10
月
22
日
︵
木
︶

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
危
険
物
安
全

協
会
︵
消
防
本
部
２
階
︶

電
話
８
３
︱
３
１
８
１

働
く
女
性
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

︻
佐
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
︼

秋
の
交
通
安
全
県
民

運
動
を
実
施
し
ま
す

︻
佐
賀
県
交
通
対
策
協
議
会
︼

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

試
験
準
備
講
習
会

︻
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
危
険
物
安
全
協
会
︼
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寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
香
典
返
し
︼

▽
梁
井

裕
司

東
京
都
︵
亡

昭
子
︶

▽
木
村

卓
二

皮
籠
石
東
︵
亡

ト
キ
エ
︶

▽
熊
本
キ
ミ
子

才
の
上
︵
亡

辰
男
︶

▽
原

由
弘

玉
虫
３
丁
目
︵
亡

ハ
ル
ヱ
︶

▽
埋
金

正

正
応
寺
︵
亡

成
一
︶

▽
平
山

辰
宏

長
野
原
︵
亡

文
次
︶

▽
長
野

満
好

柿
の
原
︵
亡

カ
ズ
子
︶

基
山
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
へ

︻
一
般
寄
附
︼

▽
中
村

正
光

３
０
︐

０
０
０
円

(敬
称
略
)

金
銭
貸
借
︑
土
地
建
物
︑
交
通
事

故
︑
夫
婦
・
親
子
関
係
︑
相
続
関
係
︑

戸
籍
関
係
等
で
お
困
り
の
方
︑
裁
判

所
の
民
事
・
家
事
の
調
停
委
員
と
弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
︒

予
約
は
不
要
で
す
の
で
︑
一
人
で

悩
ま
ず
に
︑
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
︒

※
相
談
は
無
料
で
︑
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
︒

▽
日
時

10
月
22
日
︵
木
︶

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

※
問
合
せ
先

鳥
栖
調
停
協
会

(鳥
栖
簡
易
裁
判
所
内
︶

電
話
８
２
︱
２
２
１
２

『10
年
の
後
納
制
度
﹄
と
は
︑
過
去

10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
の
こ
と
で
す
︒
こ
の
制
度
を
利
用

す
れ
ば
︑
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
︒︵
本
来
︑
国
民

年
金
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る
と
︑

時
効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
︒︶

こ
の
後
納
制
度
は
︑
９
月
30
日

︵
水
︶
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
︒

終
了
後
︑
10
月
１
日
︵
木
︶
か
ら
３

年
間
に
限
り
︑
過
去
５
年
間
に
納
め

忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
﹃
５
年
の
後
納
制

度
﹄
が
始
ま
り
ま
す
が
︑﹃
10
年
の
後

納
制
度
﹄
よ
り
も
納
付
で
き
る
期
間

が
短
く
︑
保
険
料
の
加
算
額
も
高
く

な
り
ま
す
︒

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
︑
申

込
み
が
必
要
で
す
︒
詳
し
く
は
︑
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
な

ど
は
︑
後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
︒

※
問
合
せ
先

・
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
︱
０
１
１
︱
０
５
０

・
佐
賀
年
金
事
務
所

０
９
５
２
︱
３
１
︱
４
１
９
１

無
料
調
停
相
談
会

︻
鳥
栖
調
停
協
会
︼

「第２回ブルペンズマッチ少年・少女
軟式野球大会」基山ファイターズ優勝

　８月８日（土）に基山町総合公園多目的運動

場で「第２回ブルペンズマッチ少年・少女軟式

野球大会」が開催されました。

　５年生以下のパートに出場した基山ファイ

ターズは、決勝戦で太宰府ブレーブスに４対１

で勝利し、見事優勝しました。

広報誌「広報きやま」への有料広告募集中

掲載料　　　　　　　 ／枠（１回掲載） ※広告デザインは広告主負担となります。

広告掲載希望日４０日前までにお申し込みください。

詳細は基山町ホームページ http://www.town.kiyama.lg.jpにも掲載しています。

５，０００円

【お問合せ先】基山町役場 財政課 財政係　☎９２－７９１７

ます。

国
民
年
金
保
険
料
﹃
10
年
の

後
納
制
度
﹄
は
９
月
30
日
ま
で

お
詫
び
と
訂
正

広
報
き
や
ま
９
月
１
日
号
14
ペ
ー

ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
︑
﹁
若
草
句

会
﹂
の
記
事
中
︑
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
︑
左
記
の
と
お
り
訂
正
し
︑
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
︒

︻
正
︼
四
島

幸
子

︻
誤
︼
田
島

幸
子
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基
山
町
役
場

総
務
企
画
課
／
〒
841-0204

佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町

大
字
宮
浦
666番

地
☎
(0942)92-2011

基
山
町
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

新・図書館建設進んでおります！新・図書館建設進んでおります！

９S

E
P T E M B E

R 今月の料理 「親と子の料理教室」より

おにぎらず 鶏肉のトマトクリーム煮

❶ ごはんに水気を切ったコーンと
塩を混ぜる。

❷ ハムは十字に切り、レタスは小
さくちぎる。

❸ さやいんげんは塩茹でし、５mm
幅に切る。油を切ったツナ缶と
さやいんげん、マヨネーズ、こ
しょうを混ぜる。

■ 材料 （４人分）

■ 作り方

■ 材料 （４人分）

※エネルギー 378kcal ／たんぱく質 11.1ｇ
　脂質 2.6ｇ／塩分 1.0ｇ

焼きのり
ごはん

コーン缶
塩

４枚
８００ｇ

（茶わん４杯）
６０ｇ
少々

【Ａ：ハムレタス】

   ハム
   レタス

【Ｂ：ツナいんげん】

   さやいんげん
   ツナ缶
   マヨネーズ
   こしょう

　

２枚
２０ｇ

　

１０ｇ
８０ｇ
小さじ１
少々

　基山町食生活改善推進協議会は、８月９日（日）に小学生の親子を対象に料理教室を行いました。１年生から６年生ま

でみんなで協力し、おいしい料理ができました。自分で作った料理は格別においしかったようです。子どもたちが生き生

きと取り組む様子に、一緒に参加された保護者の方も感心されていました。試食のあとは、ヘルスメイトと参加者による

体操や食育クイズを行い、食事の大切さを楽しみながら学びました。

　この教室は毎年開催する予定ですので、ぜひ参加してください。

※問合せ ・ 献立レシピは 基山町保健センター 電話９２－２０４５　ＦＡＸ９２－２１４８

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 毎週月曜日・祝日・毎月末日

詳しくはホームページまたはお電話で。

http://www.kiyama-lib.jp/
０９４２－９２－０２８９

ＨＰ
電話

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？

１０月４日（日）

午前９時３０分より

児童室にて

「どんぐり」

エドワード・ギブス／作

谷川　俊太郎／訳

「バスにのって」

荒井　良二／作・絵

「天空の蜂」（新装版）
超大型ヘリ「BIG-B」が乗っ取られた。無人操縦で飛行するヘリに搭乗してい
るのは一人の少年。ホバリング位置は原子炉の真上。国内すべての原発を使用
不可にしなければ、エンジンは停止し落下する　　　　日本国民全員を人質に
したテロが始まった。怒濤のクライムサスペンスの金字塔を、豪華新装版でお
届けします。

東野　圭吾／著　　講談社

「流」
何者でもなかった。ゆえに自由だった　　。１９７５年、台北。偉大なる総統
の死の直後、愛すべき祖父は何者かに殺された。内戦で敗れ、追われるように
台湾に渡った不死身の祖父。なぜ？  誰が？  無軌道に生きる１７歳の私には、
まだその意味はわからなかった。台湾から日本、そしてすべての答えが待つ大
陸へ。歴史に刻まれた一家の流浪と決断の軌跡。満票決着「２０年に一度の傑作！

（北方謙三氏）」。第１５３回直木賞受賞作！

　東山　彰良／著　　講談社

◆ 幽霊塔　　　   江戸川　乱歩

◆ カウンセリングを受けたいと
　 思ったらＱ＆Ａ
◆ 日本型第４次ものづくり産業革命
　　　　　　吉川　良三（編）

◆ 君の膵臓をたべたい
住野　よる

◆ 佐賀県道路地図
◆ ソードアート・オンラインオルタナ
　  ティブガンゲイル・オンライン  ３
◆ 学んで実践！ 太陽紫外線と
　 上手につきあう方法
◆ 恐竜トリケラトプスとテリジノサ
　 ウルス    　　 黒川　みつひろ

❹ ラップを広げ、焼きのりを敷き、
のりの真ん中に、茶わん半分の
ごはん、具材ＡまたはＢの順に
載せ、再度茶わん半分のごはん
を載せる。

❺ 四方をラップごと包み、のりが
なじんだら半分に切る。

❶ 鶏もも肉は一口サイズに切り、
塩で下味をつける。

❷ 玉ねぎはくし切りに、ズッキー
ニは乱切りにする。れんこんは
皮をむいて乱切りにし、酢水に
さらし水気を切る。パセリはみ
じん切りにする。

❸ フライパンにサラダ油を熱し、
鶏もも肉の表面を焼く。玉ねぎ、

■ 作り方

※エネルギー 160kcal ／たんぱく質 17.5ｇ
　脂質 5.9ｇ／塩分 1.3ｇ

ズッキーニ、れんこんを加え、
玉ねぎが透き通るまで炒める。

❹ 薄力粉を加え、粉っぽさが無く
なるまで炒める。

❺ 牛乳、トマト水煮缶、塩を加え、
とろみがつくまで煮る。器に盛
り、パセリを散らす。

鶏もも肉
塩
玉ねぎ
ズッキーニ
れんこん
パセリ

２８０ｇ
小さじ１/６
８０ｇ
４０ｇ
６０ｇ
１ｇ

サラダ油
薄力粉
牛乳
トマト水煮缶
塩
こしょう

小さじ１
大さじ１
１５０ｍｌ
１００ｇ
小さじ１/２
少々
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